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下段：「きゃんぱく」プログラムNo.47 リバースクール「水辺で遊ぼう！  内之尾川と棚田の自然観察」
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今、地方は「競争の時代」に突入したといわれる。人
口の減少・高齢化を背景に都市間競争の中で、内外
の住民に個性豊かな「選ばれるまち」が生き残ってい
くという時代に入っているというのだ。今回は、鹿
児島県・薩摩川内市が推進するシティセールス事業
の中で「都市ブランド」を構築する手法を紹介する。

「
モ
ノ
・
ヒ
ト
・
コ
ト
」を
総
動
員
し
て

市
民
ぐ
る
み
で
事
業
を
推
進
す
る
薩
摩
川
内
市
の
挑
戦

さ
つ
ま
せ
ん
だ
い

さ
つ
ま
せ
ん
だ
い



薩摩川内市  観光・シティセールス課
課長   古川 英利さん

薩摩川内市  観光・シティセールス課

　

鹿
児
島
県
・
薩
摩
川
内
市
で
は
平
成
21

年
か
ら「
地
域
の
宝
を
再
度
見
つ
め
直
し
、

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
な
が
ら
、
ま
る
ご
と

市
内
外
へ
総
合
的
な
セ
ー
ル
ス
を
行
う
」

い
わ
ゆ
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
て

い
る
。
一
般
的
に
「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
」

と
は
文
字
通
り
「
都
市
を
売
り
込
む
」
こ

と
だ
が
、
地
方
自
治
体
が
ま
ち
の
特
色
や

魅
力
を
他
の
自
治
体
や
企
業
に
売
り
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
知
名
度
や
好
感
度
を
上

げ
て
い
く
の
が
目
的
と
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
他
地
域
と
の
差
別
化
が
で
き
る

個
性
、
即
ち
「
都
市
ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立

が
必
須
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

薩
摩
川
内
市
が
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
取

り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
た
の
は
、
平
成
20

年
11
月
の
市
長
選

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
の
推
進
」
を
掲

げ
た
岩い

わ
き
り切

秀ひ
で

雄お

現

市
長
の
就
任
か
ら

だ
。
翌
21
年
4
月

に
「
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
推
進
本
部
」

を
設
置
し
て
検
討

を
重
ね
、
22
年
4

月
、
観
光
交
流
部

に
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
推
進
課
（
そ
の
後
、
観
光
・
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
課
に
改
組
）
を
発
足
さ
せ
体
制
を

整
え
た
。
22
年
12
月
に
、
そ
の
活
動
指
針

で
あ
る
「
薩
摩
川
内
市
ブ
ラ
ン
ド
・
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
計
画
」
を
発
表
す
る
。

　
「
最
初
に
市
長
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
は
、

『
市
民
ぐ
る
み
』
と
『
雇
用
創
出
』
の
２

つ
の
課
題
で
し
た
。
こ
の
２
つ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
を
も
と
に
事
業
の
立
ち
上
げ
に
取
組

ん
だ
わ
け
で
す
」
と
、
計
画
当
初
か
ら
事

業
に
参
画
し
て
い
る
古ふ

る
か
わ
ひ
で
と
し

川
英
利
観
光
・
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
長
は
語
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
展
開

に
あ
た
り
、
当
面
の
目
標
を
知
名
度
・
好

感
度
の
向
上
に
置
き
、
そ
こ
か
ら
市
民
ぐ

る
み
の
展
開
に
よ
る
郷
土
愛
の
醸
成
、
さ

ら
に
雇
用
拡
大
・
市
民
所
得

の
向
上
と
い
っ
た
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の

と
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
平
成
20

年
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
調
査
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

は
、
薩
摩
川
内
市
の
知
名
度

は
県
内
9
市
中
6
位
と
低
く
、

自
然
や
名
勝
・
史
跡
、
食
事
・

特
産
品
な
ど
の
地
域
資
源
評

価
で
は
、
そ
の
魅
力
度
も
低

い
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い

た
。
こ
う
し
た
知
名
度
や
魅

力
度
の
低
さ
を
克
服
す
る
た

め
に
、
市
民
ぐ
る
み
で
推
進

し
、
雇
用
創
出
・
市
民
所
得

を
向
上
さ
せ
る
仕
組
み
を
創

る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な

　

薩
摩
川
内
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
は「
地
域
力
が
奏
で
る
都
市
力
の
創
出
」。

平
成
17
年
度
か
ら
の
10
カ
年
の
「
第
1
次

薩
摩
川
内
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」に
は
、

こ
の
理
念
の
ビ
ジ
ョ
ン
「
市
民
が
創
り　

市
民
が
育
む　

交
流
躍
動
都
市
」
を
掲
げ

て
お
り
「
ブ
ラ
ン
ド
・
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

推
進
計
画
」
は
ま
さ
に
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

の
具
現
化
で
あ
っ
た
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は「
ス
ピ
リ
ッ
ツ（
S
p
i

r
i
t
s
）」。
こ
の
言
葉
は
「
精
神
・
心
・

気
概
・
気
分
・
快
活
・
元
気
・
情
熱
・
本

気
」
と
い
っ
た
多
様
な
意
味
を
持
つ
。

　

そ
し
て
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
薩
摩

川
内
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」。
動
と
静
の
二
面
性

を
持
た
せ
、
静
の
部
分
で
は
「
包
容
力
・

こ
だ
わ
り
」、
動
の
部
分
は
「
先
駆
性
・

探
究
心
」
と
い
う
意
味
を
持
た
せ
た
。

「
市
民
が
創
り 

市
民
が
育
む 

交
流
躍
動
都
市
」

の
具
現
化

『
市
民
ぐ
る
み
』と『
雇
用
創
出
』の

２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
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■シティセールス これまでの経過
年 月 経　過

平成16年
2月 ● 合併協定締結項目の市町村建設計画（まちづくり計画）に「新市ブランドの形成」が掲載される
10月 ● 市町村合併により薩摩川内市が誕生

平成17年 4月 ● 第1次薩摩川内市総合計画にブランド計画策定が登載される
平成20年 11月 ● 市長選マニフェストに「シティセールスの推進」を掲げた岩切秀雄市長が就任

平成21年
3月 ● 市長が「観光元年」を宣言
4月 ● 市にシティセールス推進本部を設置（本部長：向原副市長）

平成22年

1月
● 企画政策部にシティセールス推進監とシティセールス推進準備室を設置
● ロゴマーク「薩摩川内スピリッツ」の商標登録

4月 ● 観光交流部（シティセールス推進課、観光課）発足

7月
● シティセールスサポーター制度スタート
● 国産竹100％使用竹紙の利用促進協定締結
● 商標登録「薩摩川内スピリッツ」認証第1号製品販売開始

11月 ● ご当地スイーツ「mucca」販売開始
12月 ●薩摩川内市ブランドシティセールス推進計画の改定

平成23年

1月 ● 薩摩川内市雇用創造協議会発足

2月
● シティセールスサポーター大交流会開催
● 「きゃんぱく（薩摩川内スピリッツ・きやんせ博覧会）春旅」開幕（87日間）

3月
● 九州新幹線全線開業。「きやんせふるさとフェスタ」開催（川内駅周辺）
● 薩摩川内市地域再生計画の認定（総理大臣）

4月
● 薩摩川内市雇用創造協議会事務局の設置（商品開発開始）
● 新観光船「かのこ」就航

6月 ● 旅行商品造成支援事業スタート

7月
● 「『こころ』観光・特産品ガイド」ホームページの開設
● Facebookページ「薩摩川内シティセールス」の開設
● きゃんぱく夏旅開幕（32日間）

8月
● 雇用創造協議会「しずくの学校」セミナー事業の開始
● 「『こころ』観光・特産品ガイド」ホームページオンラインショップを開店

10月 ● きゃんぱく秋旅開幕（55日間）

平成24年
4月

● 観光交流部と商工政策部を「商工観光部」に再編。「観光・シティセールス課」の設置
● Facebookページ「薩摩川内市」の開設

6月 ● きゃんぱく夏旅開幕（107日間）

「きゃんぱく夏旅」のガイドブック。
プログラム主催者の顔が必ず
掲載されている

っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
視
点
は
、
こ
う
し
た
事

業
を
通
じ
て
、
持
続
す
る
地
域
経
済
発
展

の
基
盤
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
で

あ
っ
た
。

　
「
事
業
者
に
お
い
て
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
は
、
社
会
活
動
を
担
う
中
で
利
益
を
得

　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
取
組
み
事
業
は
大

き
く
分
け
て
「
旅
」「
品
」「
食
」
の
３
つ
。

事
業
主
体
は
「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
」
と
呼
ぶ
企
業
や
個
人
事
業
者

で
行
政
は
そ
れ
ぞ
れ
を
連
関
さ
せ
な

が
ら
支
援
す
る
。

　
「
旅
」に
つ
い
て
は
、
通
称「
き
ゃ

ん
ぱ
く
」
と
い
う
体
験
型
旅
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
メ
イ
ン
の
事
業
に
し
た
。
こ

の
事
業
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、

多
く
の
市
民
が
事
業
参
加
で
き
る
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
。「
品
」に
つ
い
て

は
商
標
登
録
「
薩
摩
川
内
ス
ピ
リ
ッ

ツ
」
の
認
証
商
品
の
販
売
促
進
や
特

産
品
の
開
発
で
、
現
在
、
甑

こ
し
き

島
を
中

心
に
行
っ
て
い
る
。「
食
」
は「
旨
い

の
国
さ
つ
ま
飯
」
の
ご
当
地
グ
ル
メ

の
開
発
と
販
売
促
進
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
民
･
事
業
者
に

よ
る
「
旅
」「
品
」「
食
」
の
事
業
を

行
政
が
支
え
て
い
く
と
い
う
も
の
だ

が
、支
え
る
の
は
行
政
だ
け
で
な
く
、

従
来
か
ら
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
薩
摩
川

内
市
観
光
協
会
の
ほ
か
に
「
雇
用
創

造
協
議
会
」と
い
っ
た
組
織
も
担
う
。

こ
れ
は
、
市
役
所
、
市
内
の
商
工
会

議
所
、
商
工
会
、
観
光
協
会
、
ホ
テ

ル
旅
館
組
合
、
農
協
、
漁
協
と
い
っ

た
団
体
が
会
員
と
な
っ
て
立
ち
上
げ

た
も
の
。

　
「
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
計
画
室
」
と
呼
ば
れ
る
こ

の
組
織
は
、厚
生
労
働
省
の「
地
域
雇
用
創

造
推
進
事
業
」
を
活
用
し
て
商
品
開
発
員

と
事
業
推
進
員
の
合
計
15
名
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
主
な
役
割
は
、商
品
開
発
・

販
路
拡
大
と
セ
ミ
ナ
ー
事
業
の
2
つ
。
こ

の
う
ち
、
主
に
甑
島
で
市
民
･
事
業
者
と

と
も
に
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
品
開
発
・

販
路
拡
大
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
を

行
う
の
が
商
品
開
発
員
だ
。

　

セ
ミ
ナ
ー
事
業
は
、
主
に
事
業
推
進
員

が
行
う
市
民
を
対
象
に
し
た
「
し
ず
く
の

学
校
」
と
呼
ば
れ
る
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
。
観
光
の
専
門
家
や
起
業
プ
ラ
ン
ナ

ー
な
ど
を
招
い
て

る
機
会
を
い
か
に
創
り
だ
す
か
、
だ
と
思

い
ま
す
」
と
、
古
川
課
長
は
言
う
。

　

こ
の
よ
う
に
行
政
と
し
て
は
、
市
民
と

事
業
者
が
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
通
じ
て
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
自
ら
の
主
体
性
と

責
任
の
も
と
に
、
市
の
発
展
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

外
部
の
気
づ
き
を
市
民
･
事
業
者
と
共
有

5 電気のふるさと Vol.28



「きゃんぱく」プログラムNo.23 ワインの基礎知識と地元食
材を使ったフルコース

「きゃんぱく」プログラムNo.25  「きゃんぱく
婚活列車！ 2時間の旅2012」第7弾・8弾運行！

産
品
開
発
や
販
路
開
拓
の

手
法
、
体
験
事
業
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
、
観

光
接
客
の
方
法
な
ど
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス
の
「
人
材
育

成
」
を
担
い
、
昨
年
度
は

延
べ
5
2
8
名
が
参
加
し

た
。　

　

こ
の
「
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
計

画
室
」
の
メ
ン
バ
ー
の
多

く
は
I
タ
ー
ン
や
U
タ
ー

ン
組
だ
。
中
に
は
大
手
企

業
を
脱
サ
ラ
し
て
甑
島
に

住
み
込
み
、
産
品
開
発
を
行
い
、
大
都
市

の
大
手
百
貨
店
で
の
試
験
販
売
に
ま
で
こ

ぎ
つ
け
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
う
し
た
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
「
外
部
か
ら
の
気
づ
き
」

を
特
産
品
開
発
や
観
光
商
品
の
開
発
に
活

か
し
て
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
い
う
行
政
側
の
期
待
も
、

そ
こ
に
は
あ
る
。

　

薩
摩
川
内
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
最

も
大
き
な
特
徴
は
「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
」
制
度
だ
。
文
字
通
り
、
シ
テ

ィ
セ
ー
ル
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
メ
ン
バ
ー

で
薩
摩
川
内
市
の
「
モ
ノ
・
コ
ト
・
ヒ
ト
」

を
内
外
に
P
R
す
る
。
市
長
を
始
め
市
議

会
議
員
、
市
職
員
を
含
め
現
在
の
登
録
会

員
は
4
，2
0
0
人
で
目
標
は
5
，0
0
0

人
。「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
で
き
る

事
を
、
で
き
る
範
囲
で
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
等

に
よ
る
情
報
発
信
、
商
品
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
口
コ
ミ
で
発
信
す
る
。
登
録
は
個
人

や
企
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
も
で
き

る
。
本
年
度
か
ら
、「
特
典
制
度
」
も
導

入
し
て
お
り
、
会
員
証
を
見
せ
れ
ば
、
市

内
の
協
賛
店
で
各
種
サ
ー
ビ
ス
や
料
金
割

引
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
当
初
、
こ
の
会
員
数
を
増
や
す
こ
と

に
苦
労
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

主
旨
の
説
明
に
始
ま
っ
て
、
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
の
全
体
像
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
登

録
者
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
、
こ
の
事
業

の
キ
モ
で
し
た
か
ら
課
の
職
員
総
出
の
作

業
で
し
た
」と
前
述
の
古
川
課
長
は
語
る
。

　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
P
R
の
手
法
に
は

様
々
あ
る
。
薩
摩
川
内
市
の
場
合
は
、「
市

民
ぐ
る
み
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

費
用
対
効
果
の
面
で
も
有
効
な「
口
コ
ミ
」

が
期
待
で
き
る
「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
サ
ポ

ー
タ
ー
」と
い
う
手
法
を
メ
イ
ン
に
し
た
。

そ
の
他
に
、
全
日
空
の
飛
行
機
の
機
体
に

「
S
A
T
S
U
M
A
S
E
N
D
A
I　

薩

摩
川
内
市
」
と
い
う
文
字
を
入
れ
る
自
治

体
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
各
種
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

　
「
旅
」「
品
」「
食
」
の
事
業
の
う
ち
、

大
き
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
の
が
、「
き
ゃ

ん
ぱ
く
」と
呼
ば
れ
る「
旅
」の
事
業
だ
。

正
式
名
称
は
「
薩
摩
川
内
ス
ピ
リ
ッ
ツ
・

き
や
ん
せ
博
覧
会
」。通
称「
き
ゃ
ん
ぱ
く
」

と
い
い
、平
成
23
年
春
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
「
き
や
ん
せ
」
と
い
う
意
味
は
鹿
児

島
弁
の
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
博
覧
会
と
あ
わ
せ
た
造
語

で
あ
る
。
実
施
主
体
は
行
政
と
観
光
協
会

で
作
る
実
行
委
員
会
で
、
農
家
、
漁
家
、

商
工
業
者
か
ら
、
文
化
人
、
各
界
で
名
人

や
達
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
な
ど
1
0
5
の

企
業
・
個
人
が
「
き
ゃ
ん
ぱ
く
パ
ー
ト
ナ

ー
（
実
施
者
）」
と
な
り
「
き
ゃ
ん
ぱ
く
」

の
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
実
施
す
る
。

　

市
内
の
名
所
・
旧
跡
は
も
ち
ろ
ん
、
産

業
・
文
化
・
民
俗
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
地
域

資
源
と
人
的
資
源
を
動
員
し
、
季
節
ご
と

に
「
創
る
・
味
わ
う
・
め
ぐ
る
・
い
や
す
・

動
く
」
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
「
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
24
年
度
の
「
夏
旅
」
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
50
。
具
体
的
に
は
、
甲
冑
製
作
で
知

ら
れ
る
市
内
の
企
業
が
経
営
す
る
「
川
内

戦
国
村
」
で
の
甲
冑
着
用
体
験
や
「
せ
ん

だ
い
宇
宙
館
」で
の
天
体
写
真
撮
影
体
験
、

市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
「
ワ
イ
ン
の
基

礎
知
識
と
地
元
食
材
を
使
っ
た
フ
ル
コ
ー

ス
」
や
地
元
出
身
の
画
家
に
よ
る
「
夏
休

み
甑
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ー
ト
教
室
」な
ど
。

ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で
は
、
肥
薩
お
れ
ん

じ
鉄
道
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
「
婚
活
列
車

2
時
間
の
旅
」
な
ど
だ
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
平
成
23
年
3
月
の
博

多
駅
か
ら
鹿
児
島
中
央
駅
ま
で
の
九
州
新

な
ど
の
P
R
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
手

法
は「
F
A
C
E 

t
o 

F
A
C
E
」
と
い

う
地
道
で
は
あ
る
が
確
か
な
も
の
と
い
え

る
。
そ
の
中
か
ら
、
具
体
的
な
事
業
を
行

う
新
た
な
市
民
･
事
業
者
が
生
ま
れ
て
く

る
と
い
う
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
る
の
だ
。

　

人
口
約
10
万
人
の
う
ち
、
約
5
％
の
会

員
が
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
担
う
と
い
う
、

ま
さ
に
「
市
民
ぐ
る
み
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
つ
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

最
大
の
特
徴
は

「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
」制
度

市
内
の
地
域
資
源
や
人
材
を
総
動
員
す
る

「
き
ゃ
ん
ぱ
く
」事
業
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col mncolumn
NPO法人  薩摩川内市観光協会
事業課長  有馬 眞二郎さん

株式会社ハートフル
取締役事業部長  知識 晃さん

薩摩川内市雇用創造協議会
（ぽっちゃん計画室）
事業推進員  二木 俊輔さん

幹
線
の
全
線
開
業
に
と
も
な
い
、
観
光
客

に
薩
摩
川
内
市
に
あ
る
川
内
駅
を
ス
キ
ッ

プ
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
、
と
い
う
危
機

感
が
あ
っ
た
。そ
れ
ゆ
え
、可
能
な
限
り
の

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
提
起
し
て
、ま
ず
は
市

民
に
、
そ
し
て
県
民
、
県
外
の
お
客
様
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。
そ
の
意

味
で
、商
圏
の
重
点
エ
リ
ア
を
、ま
ず
鹿
児

島
市
と
北
部
九
州
な
ど
に
お
き
、
そ
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を「
大
人
の
女
性
」に
お
い
た
。

　

昨
年
春
の
開
幕
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
数

は
1
0
3
。
可
能
な
限
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

数
を
用
意
し
て
、
市
民
や
県
内
・
県
外
に

発
信
し
た
。

　

計
画
当
初
か
ら
参
画
し
、
現
在
は
N
P

O
法
人
薩
摩
川
内
市
観
光
協
会
に
出
向
し

て「
き
ゃ
ん
ぱ
く
」事
業
を
担
当
す
る
有あ

り

馬ま

眞し
ん

二じ

郎ろ
う

事
業
課
長
は
「
当
初
、
職
員
が
九

州
各
地
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
視
察

す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
の
で
す
が
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
数
を
そ
ろ
え
る
の
は
大
変
で

し
た
。
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
事
業
者
に
声
を

か
け
、
説
明
会
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
と

に
か
く
主
体
と
な
る
き
ゃ
ん
ぱ
く
パ
ー
ト

ナ
ー
探
し
に
は
苦
労
し
ま
し
た
」と
語
る
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
23
年
春
か
ら
本
年
春

ま
で
の
「
き
ゃ
ん
ぱ
く
」
参
加
者
数
は
1

万
2
8
4
名
で
、平
均
単
価
約
3
，0
0
0

円
と
し
て
約
1
，5
0
0
万
円
の
直
接
効
果

が
あ
っ
た
。
参
加
者
の
う
ち
約
68
％
が
女

性
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
た
も
の
と
ほ

ぼ
合
致
し
た
。
き
ゃ
ん
ぱ
く
パ
ー
ト
ナ
ー

の
意
識
も
向
上
し
て
い
る
。「
や
っ
て
良

か
っ
た
」
と
い
う
声
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　
「
仕
組
み
は
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や

再
生
と
、
今
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

目
標
は
き
ゃ
ん
ぱ
く
参
加
者
数
・
年
間
1

万
人
で
す
」
と
有
馬
課
長
は
語
る
。

　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
今
の
課
題
と
展
望

に
つ
い
て
古
川
課
長
は
「
課
題
は
、
こ
の

事
業
に
携
わ
る
全
て
の
人
の
意
識
向
上
で

す
。
も
っ
と
事
業
の
質
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ

て
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
多
く

の
市
民
を
巻
き
込
む
さ
ら
な
る
仕
組
み
作

り
も
必
要
で
し
ょ
う
。
自
負
心
を
持
つ
サ

ポ
ー
タ
ー
が
育
つ
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま

す
。
観
光
や
物
産
の
振
興
は
行
政
主
導
よ

り
も
民
間
主
体
が
あ
る
べ
き
姿
で
、
そ
れ

を
10
年
ぐ
ら
い
の
ス
パ
ン
で
移
行
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

歌
の
上
手
な
歌
手
は
た
く
さ
ん
い
ま
す

が
人
気
の
あ
る
歌
手
は
少
な
い
で
す
よ
ね
。

今
は
上
手
な
歌
手
に
な
る
努
力
を
懸
命
に

行
っ
て
い
ま
す
。
上
手
に
な
っ
て
人
気
も

出
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
の
が
今
の

願
い
で
す
」
と
語
る
。

　

確
か
に
薩
摩
川
内
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
今
後

の
動
向
に
お
お
い
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

　市内で冠婚葬祭や食品加工業を営む
若手実業家の知

ちしきあきら

識晃（36歳）さんは、シ
ティセールスサポーターであると同時にき
ゃんぱくパートナーのひとりでもある。都
内の大学を卒業後、時計販売会社へ就
職し東京・新宿や愛媛・松山勤務を経験
したUターン組だ。育ててくれたまちへの
恩返しとしてもっと盛り上げたいと感じて
いたところに、シティセールスサポーター
の話があり、すぐに登録した。「きゃんぱく」
でも「婚活列車」の企画に参画している。

　「外での生活を経験したものだからこそ客観的に今の薩摩川内
市を見つめることができます。人は楽しいところに集まるわけですか
ら、同級生が帰って来て楽しいと言えるまち、先人が作った財産を
後世に残していけるまちにしたいという思いがあります。その意味で
自由な発想で参加できる「きゃんぱく」は“入口”であり自己紹介の
場ですね。そこで得た人とのつながりを大事にしながら、今後もまち
づくりに積極的に係わっていきたいと思います」と知識さんは語る。
　薩摩川内市雇用創造協議会（ぽっち
ゃん計画室）の二

ふたきしゅんすけ

木俊輔（30歳）さんも
Uターン組のひとりだ。インドや東南ア
ジアを旅して帰ってきたときに知識さん
と知り合う。そこでシティセールスサポー
ターの話を聞き、積極的に参加した。今
は市が募集した「ぽっちゃん計画室」に
応募し事業推進員として人材育成セミ
ナーの企画・運営に携わっている。
　「セミナー内容の企画や講師の選定
など、最初は手探りでしたが今はとても
楽しいです。なにより、人と出会えるの
が嬉しい。様々な人とまちづくりに携わる生活がとても充実している
んです」と二木さんは満面の笑みを浮かべて語る。
　こうした人々に様々な“挑戦の場”を与えるのも薩摩川内市のシテ
ィセールスの大きな役割でもあるのだ。

10
年
ぐ
ら
い
の
ス
パ
ン
で

行
政
主
導
か
ら
民
間
主
体
へ
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■きゃんぱく 主なプログラム

創
 
る

No.01 世界に誇る甲冑を体験  ～川内戦国村  甲冑着用体験～ 主催者 丸武産業（株）川内戦国村
全国的に知られる甲冑製作会社丸武産業株式会社が運営する「川内戦国村」で、TV映画で
使用する鎧を試着するプログラム。

定員 10名（最少催行人数:1名）
参加料金 大人2,000円  子供1,800円 

No.02 テーブルウエアを作りませんか？ 主催者 サイトウハウス
世界にひとつだけの器やオブジェをつくり、物つくりの楽しさを味わうもの。プログラム19の
石窯で焼くピザパーティと組み合わせての参加も出来る。

定員 6名（最少催行人数:3名）
参加料金 大人3,000円  子供1,000円 

No.04 季節のお菓子づくり 主催者 のせ菓楽
米粉のお菓子づくりにチャレンジする。米粉を使ったドーナツやマドレーヌなどお菓子づく
りを楽しむ。

定員 10名（最少催行人数:2名）
参加料金 2,000円 ／1人

No.05 ステンドグラスへの招待状 主催者 マドニ・ステンドグラス工房
ステンドグラス工房でオリジナルのステンドグラスを作る。テーブルランプ、ナイトライト、フ
ォトフレームの３つのプログラムを用意。

定員 8名（最少催行組数:1名）
参加料金 3,500～6,500円 

No.08 甑風塩・甑島での塩作り体験 主催者 水建システム（有）
甑島で塩作り体験。透明度の高い甑島の澄んだ海水を使用します。その間にハガマでごは
んを焚き、あおさ汁を作り、きびなごの塩焼きで昼食を楽しむ。

定員 8名（最少催行人数:1名）
参加料金 2,000円 

No.09 恐竜を粘土で作ろう 主催者 中野 洋一
下甑島、鹿島町で7,000万年前の地層から恐竜の化石が発見された。この恐竜の姿を粘土
で自由に工作する。主催者は鹿島町出身の画家。

定員 10名（最少催行人数:1名）
参加料金 大人3,000円  子供2,500円 

No.10 甑の浜辺の石や流木でアート 主催者 中野 洋一
甑島の海岸で拾った浜石や流木にゴム版で絵や文字を彫り、印刷したり筆で描くもの。主催
者は鹿島町出身の画家。

定員 10名（最少催行人数:1名）
参加料金 大人2,000円  子供1,000円 

No.12 カヌーを作ろう！！ 主催者 （有）アーキ・テック
組み立てキットを使って海や川で遊べるカヌー、カヤックを製作する。プログラムでは、船体
が組みあがるまでを作業する。

定員 2組（最少催行組数:1組） 
参加料金 49,000円～／1組

No.13「竹紙」でつくる世界にひとつだけのメモ帳 主催者 中越パルプ工業（株）川内工場

「竹紙」でメモ帳を作り、雑誌や新聞などの切抜きなどでメモ帳の表紙をコラージュする。
定員 20名（最少催行人数:5名）

参加料金 大人200円  子供100円 
No.15 夏休み  甑島ファミリーアート教室 主催者 甑島 アート工房＆ギャラリー「あっぽーら」
風景画に挑戦する「絵画教室」、「かずら細工」や「フラワーアレンジメント」「茶の湯」、「流木
＆玉石アート」などの多彩な教室を用意。

定員 20名（最少催行人数:10名）
参加料金 3,500～4,500円 

No.16 八重高原で“ヤキもち”体験 主催者 大馬越地区コミュニティ協議会
八重山高原で開催される七夕「星物語」を楽しみながら、つきたての「焼きもち」を楽しむ。
織姫と彦星にやきもちを焼くことにかけている。

定員 30名（最少催行人数:1名）
参加料金 1,000円 

味
わ
う 

No.19 石釜で焼くピザパーティー 主催者 サイトウハウス
東シナ海を眺める庭で石窯ピザパーティを楽しむ。プログラム02のテーブルウエア作りと組
み合わせての参加も可能。

定員 10名 (最少催行人数:3名) 
参加料金 2,000円  

No.20 くじら料理はヘルシー料理 主催者 割烹旅館  安藤
甑島には昭和20年代にクジラの基地があった。クジラには『バレニン』という疲労回復効果
のあるアミノ酸やビタミンAなどがあり、ヘルシーな食品として注目されている。

定員 50名 (最少催行人数:2名) 
参加料金 2,100円  

No.21 パッションフルーツ収獲体験 主催者 甑フルーツ園
目の前に海が広がるビニールハウスで甑島産のパッションフルーツを収穫・試食体験をす
る。贈答品として送ることも可能。

定員 20名 (最少催行人数:1名) 
参加料金 大人3,000円 　子供無料  

No.22 ブルーベリージャム作り体験教室 主催者 近藤農園
太陽を浴びて糖度を増した新鮮ブルーベリーで1年間保存できる本格的ジャム作りに挑戦
するもの。ブルーべりー狩りも楽しめる。

定員 10名 (最少催行人数:3名) 
参加料金 1,000円 （別途材料費必要）

No.23 ワインの基礎知識と地元食材を使ったフルコース 主催者 ブラッスリータストヴァン
川内で1番のワイン数を誇る店がおススメするワインの講座と地元食材を使ったフルコー
ス料理を楽しむもの。

定員 18名 (最少催行人数:4名) 
参加料金 5,000円 

No.24 もぎたてブドウでぷるぷるゼリーづくり 主催者 永山ぶどう園
夏はぶどうの季節。五色親水公園近くのブドウ園でもぎたてのブドウでゼリー作りを楽しむ
もの。（昼食付）

定員 10名 (最少催行人数:1名) 
参加料金 1,000円 

め
ぐ
る

No.25「きゃんぱく婚活列車！ 2時間の旅2012」第7弾・8弾運行！ 主催者 ブライダルステージ  花ごよみ
好評の婚活列車で肥薩おれんじ鉄道車内で開催される。「出会いのまち  薩摩川内市」をコ
ンセプトに地域に密着した男女の出会いをお手伝いする。

定員 男女各16名 (最少催行男女各13名)
参加料金 男女共3,000円／1人

No.26 東シナ海を見渡す釣掛崎灯台ハイキング 主催者 磯口旅館
下甑島南端の手打港周辺はキビナゴやカジキの漁業基地でアカウミガメが訪れる貴重な
場所。カメの産卵ポイントや塩見台に登る。

定員 10名 (最少催行人数:2名) 
参加料金 大人2,500円 　子供1,500円 

No.27 いむた池湖畔で婚活 主催者 湖畔リゾートホテルいむた

ラムサール条約で知られる藺牟田池の手つかずの大自然の中で行う婚活。
定員 40名 (最少催行人数:20名) 

参加料金 3,000円／1人
No.29 カノコユリをめぐる甑島 主催者 鹿児島県旅行業協同組合  ふた旅  魅旅
甑島がカノコユリでピンクに染まる7月に行う。貸切バスで島を巡り語り部が甑島の魅力を
紹介する1泊2日のツアー。

定員 20名 (最少催行人数:5名) 
参加料金 25,800円 

No.30 薩摩街道出水筋（御陵下～陽成）  歩行会 主催者 薩摩街道保存会
江戸時代の参勤交代にも使われた薩摩街道は昔からの歴史街道。街道の歩行活動を始め
て10年、約50名が鹿児島～出水間を踏破している。

定員 300名 (最少催行人数:30名) 
参加料金 300円／1人　中学生以下無料

No.31 薩摩の国の一の宮をたずねて・御神鏡清祭 主催者 いたっみろ会
薩摩の国の一の宮として知られる新田神社や歴史と文化の風薫る神亀山、可愛山稜、神話
の郷などを訪ねる。

定員 30名 (最少催行人数:3名) 
参加料金 200円 

No.32 絶壁の上にある草原から海を眺める 主催者 太伸建設（株）
カノコユリとハマカンゾウが咲く草原まで登山して地元の人しか知らない絶景ポイントを楽
しむ。夕食は海鮮バーベキュー。

定員 10名 (最少催行人数:4名) 
参加料金 大人4000円 　子供3,000円 

No.34 甑で「かのこ」を満喫！ 主催者 薩摩川内市商工会  上甑支所
観光船『かのこ』に乗って甑大名神橋や鹿島断崖などの断崖奇岩の続く絶景を楽しみ、クル
ーズのあとは絶品の海の幸のランチ。

定員 10名 (最少催行人数:2名) 
参加料金 大人4,000円 　子供2,570円 

い
や
す

No.35 甑のグルメと癒し体験 主催者 ホテルこしきしま  親和館

旬の甑島を体験するツアーで、東シナ海の朝日や露天風呂にて満天の星と海を堪能する。
定員 10名 (最少催行人数:2名) 

参加料金 大人12,000円 　子供8,400円 
No.39 天体写真撮影大会 主催者 せんだい宇宙館
『せんだい宇宙館』の大望遠鏡を使って、手持ちのデジカメで月面写真を撮影できる。撮っ
た写真は特産の竹紙製のポストカードにプリント。宇宙食つき。

定員 15名 (最少催行人数:1名) 
参加料金 大人1,000円 　子供800円 

動
　
く

No.43 薩摩の夜はナンコじゃnight 主催者 東郷温泉ゆったり館
慶長3年に島津義弘が朝鮮から帰国した際に広めたといわれる「ナンコ」。遊びのような伝
統文化を子供達へつなげようというプログラム。

定員 50名 (最少催行人数:10名) 
参加料金 大人2,500円 　子供1,000円 

No.45 くじらについて学ぼう 主催者 （株）ヤマカ　　　　　　　
夏休み自由研究特別企画！   薩摩川内市とくじらの意外な関係や知られざるくじらの生態を
知ることができる。

定員 8名 (最少催行人数:4名) 
参加料金 小学生500円 

No.47 リバースクール「水辺で遊ぼう！  内之尾川と棚田の自然観察」 主催者 NPO法人  川内川生きものクラブ
日本棚田百選、内之尾の棚田と内之尾川の生きもの調査で水環境や生態系について学ん
だあと、沢下りを楽しむ。

定員 小学生と家族15組 （最少催行人数:10組）
参加料金 1,000円／1人

No.47 リバースクール「水辺で遊ぼう！  内之尾川
と棚田の自然観察」

No.34  甑で「かのこ」を満喫！

No.19  石釜で焼くピザパーティー

No.04  季節のお菓子づくり

No.12  カヌーを作ろう!!

【Web  こころ薩摩川内  観光・特産品ガイド】satsumasendai.gr.jp/
【フェイスブック】www.facebook.com/SatsumasendaiCity 電気のふるさと Vol.28 8



　最近「シティセールス」が注目さ
れている。
　まぎらわしいのは「シティセール
ス」と「シティプロモーション」。政
令指定都市を目指す人口規模の大き
な自治体などが行う「シティプロモ
ーション」を「シティセールス」と称
していたりするからだ。
　「シティセールス」は一般的に「自
らのまちの特色や魅力などをブラッ
シュアップして、まるごと地域外に
売り込む」というもの。単なる地域
の宣伝やPR活動の枠を越えて、地域
活性化の戦略的活動の意味を持つも
のといっても良い。
　その背景にあるのは「地域間競争」
だ。言うまでもなく、ほとんどの自
治体は「少子高齢化」「定住人口減の
阻止」「地域産業の育成」「教育・福祉
の充実」といった課題を持つ。こう
した諸課題を克服して真に魅力的な
地域として、内外から「選ばれるま
ち」、即ち「地域争奪戦」の時代に入
っているのだ。

　「シティセールス」の定義にある
「地域をまるごと売り込む」ために

は当然「地域ブランド」の形成が必
要になる。
　経済産業省は「地域ブランド」を
「地域の持つ産品やサービスのブラ
ンド化と、地域の好感度や魅力度と
いったイメージのブランド化が融合
した他地域と差別化できる個性」と
いう表現を使っている。
　こうした「地域ブランド」を形成
し、それを他地域に売り込むことで、
地域外から“外貨”を獲得して地域経
済の活性化を図り、交流人口の増加
から定住人口の増加までを視野に入
れる。同時に「地域ブランド」の形成
過程では、地域内の課題解決を目指
す。これが「シティセールス」のある
べき戦略といえる。
　それでは、「地域ブランド」の形成は
どのように行われているのだろうか。
　その形成過程は多種多様である。
例えば、「ゆずの村」といえば高知県
馬
うま

路
じ

村
むら

を指し、「葉っぱビジネスの
町」といえば徳島県上

かみかつちょう

勝町を思い浮
かべる人も多いはず。こうした地域
は、「モノ・ヒト・コト」といった地域
資源を探し出し競争力のある「地域
特産品」や「地域サービス」として磨
き上げ、それを魅力ある「地域イメ
ージ」に融合させ個性的な「地域ブ
ランド」を創造することに成功して

いる。このほかに「焼
そばの富

ふじのみや

士宮市」な
ども良く知られてい
る事例だ。
　一方、まずは、美
しい自然や深みのあ
る文化を持つ地域の
イメージを、まちづ
くりのコンセプトに
練り上げ、「地域イ
メージ」をつくるこ
とから始める地域も
ある。そのうえで、
地域産品の開発や地

域サービスを育成して、まとめた「地
域イメージ」と融合させて「地域ブ
ランド」の形成を図る。「百彩のもり・
宮崎県諸

もろつか

塚村
むら

」、「写真のまち・北海
道東
ひがしかわちょう

川町」、「四
し

万
まん

十
と

ドラマ・四万十
川流域地域」といった地域だ。

　そうした各地域に共通するのは
「地域ブランド」形成過程の中の巧
みな「仕組み」づくりである。
　P.3 ～ 8で紹介した薩摩川内市の
「シティセールス」でも、多くの市民・
事業者が参加する「シティーセール
スサポーター」という制度が事業全
体の核となっている。
　好事例といわれるものの多くは、
広範な地域住民が社会活動を担う中
で、利益を得ることが出来る仕組み
を持つ。
　即ち、アメリカの経済学者、ハー
バード大学大学院教授のマイケル・
Ｅ・ポーターの言う「経済的価値と
社会的価値を同時実現する」という
視点が「地域ブランド」形成の仕組
みづくりには極めて重要なものにな
る。マイケル・Ｅ・ポーターは著書『戦
略と競争優位』の中で「今日、最も優
れた事業戦略を構築するためには、
社会貢献、社会問題解決のような社
会的な側面を欠かせなくなっていま
す」と述べている。
　もうひとつの重要な視点は、地域
住民の地域に対する郷土愛の醸成で
ある。
　地域の魅力を磨き上げるという作
業は、郷土に対する「誇り」や「愛着」
を生む。そしてそれは当然、外部に
「口コミ」で広がり、共感した来訪者
によってもたらされたよりよい地域
の“すがた”への期待感もさらにとり
込んで、自分たちの住むまちをさら
に豊かにしていくのだ。

住民参画の仕組みづくりと
郷土愛の醸成

背景にあるのは地域間競争

「地域ブランド」の形成
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シティセールスにおける
「地域ブランド」の形成

文責：地域振興部 調査課


